
4-1-7-5  臨床心理 

 

1. 概要 

1.1 心理スタッフ【心理療法士】 

心の診療部の心理スタッフ（心理療法士）は合計 21 名である。非常勤講師と非常勤 

研究員が前年よりも増員しているが、心理士それぞれの専門分野が異なるため、互いの専

門知識や実践内容について、積極的に交流しあいながら、臨床にあたっている。 

 ・常勤職員   2 名 

 ・非常勤職員 5名 

 ・有給研究員（非常勤 7名） 

 ・無給研究員 7名 

1.2 年間統計 

 臨床心理部門への相談件数は、年間合計 3,707 件であった。昨年度と比較すると 242   

件の増加となっている。そのうち心理検査を行わせて頂いたのは 961 件（26％）、心理面接

を行わせて頂いたのが 2,705 件（73％）であった。また、その他として検査結果を親御さ

んが必要とされた場合、適宜外部提供させて頂いている証明書作成がある。 

＜件数内容＞ 

                         心理検査   961(26%)   

                         心理面接  2,705(73%) 

                          （ひまわり外来 110 件含む） 

                                                  その他     41(1%) 

                           計    3,707 件 

 

心理検査と心理面接を行わせて頂いたのは、外来の患者様に対してがほとんどであった。 

                       ＜心理検査を行った患者様の内訳＞ 

                         外来       899(94%)    

                         入院        62(6%) 

                          計       961 件 

 

＜心理面接を行った患者様の内訳＞ 

                         外来       2,664(99%) 

                         入院          41(1%) 

                          （ひまわり外来 110 件含む） 

                          計       2,705 件 

 

心理検査では、全体的数のうち、約 80％を発達検査・知能検査が占めていた。 



                      ＜実施した心理検査の内訳＞ 

                      発達・知能検査    746(78%) 

                      人格検査           13(1%) 

                      その他の心理検査  202(21%) 

                       計              961 件 

1.3 依頼科の内訳 

 こころの診療部（育児診療科、発達心理科、思春期心理科の 3科全体）からの依頼が 

455 件と最も多く 8割強を占めた。他科からの依頼では、総合診療科、内分泌科、整形外科、 

新生児科からの依頼があった。 

 

２．研究及び講演活動 

＜講演＞ 

1.  水島栄： プレイセラピーの専門家から見た発達障害児への知識. 世田谷区職員向け 

（障害児指導者）講演会. 世田谷区総合福祉センタ－,  2007.12.20 

＜院内講座＞ 

1.  水島栄・笠原麻里・奥山眞紀子： 性虐待の専門家による子どもへの有効的な介入に

ついて～公開スーパービジョン性的虐待を受けた子どもとのプレイセラピー事例提供

～海外講師招聘特別研修. 講師：Ann Cattanach(英国遊戯療法士・ドラマセラピスト)、 

2007.8.7  

2.  水島栄：高機能広汎性発達障害児とのプレイセラピーについて～イルカ介在療法に関

する事例報告. 自閉症研究会 、 2007.8.29 

＜取材＞ 

1. 水島栄： 海外向け（ＡＰ通信）報道番組用取材、取材元：ＡＰ通信制作会社フリー

ランスディレクター：Richard.Colonbo 氏より「キッザニアに対する児童心理専門家の

意見提供」、2007.3.7 


